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Unmanned Aerial Vehicle equipped with a thermal imaging camera was used to observe the heat environment 
of a city and to correct the measured surface temperature. It was confirmed that it was possible to correct the 
surface temperature over the course of the shooting time using the temperature of the water surface where the 
temperature is stable. In addition, by comparing temperatures measured at the same location from high altitude 
and from the ground, we were able to correct for the decrease in surface temperature due to the effect of infrared 
attenuation. The corrected thermal infrared images were combined and mapped into GIS to visualize the urban 
heat environment. 







ル（IPCC：Intergovernmental Panel on Climate Change）の第
5 次評価報告書によると、陸域と海上を合わせた世界平均




大な影響を与えている。我が国では 2015 年以降、5 月か
ら 9 月における熱中症搬送者数は毎年 50,000 人を超え、
















































ラフィの概要を表 4 に示す。 
（２）小型無人飛行機を用いた観測 
サーモグラフィを搭載した小型無人飛行機を 7 時から
18 時まで 30 分おきに規定のルートを飛行させて動画を
撮影した。7 時から 12 時までは法政大学新見附校舎前か
ら飯田橋交差点までの区間を往復し、外堀通りと外濠を





フィを搭載して地上から観測した。8 月 30 日 7 時から翌








度の変化を図 2 に示す。外気温度は 12 時 10 分に 36.0℃
を記録し、グローブ温度は 11 時に 49.9℃を記録した。外
気温度とグローブ温度ともに午後にかけて徐々に低下す
るが、日没後の 19 時においても 30℃を超過した。地表面












表 1 小型無人飛行機による観測 
観測日時 2018 年 8 月 30 日（7 時～18 時） 
観測間隔 約 30 分に 1 回 
観測場所 
7 時～12 時 外堀通り 
12 時～18 時 九段下方面 
 
表 2 自動車による観測 
観測日時 2018 年 8 月 30 日～31 日（7 時～翌日 7 時） 
観測間隔 約 90 分に 1 回 
観測場所 外堀通りを含む市ヶ谷・飯田橋周辺 
 
表 3 観測当日の温熱環境要素の定点観測 
観測日時 2018 年 8 月 30 日～31 日（7 時～翌日 7 時） 
観測間隔 
外気温度・相対湿度 1 分 
グローブ温度・地表面温度 5 分 
観測場所 法政大学新見附校舎前の駐車場 
 
図 1 観測場所 
 

































































































図 3 全 51 箇所のコントロールポイントの位置 
 
 
図 4 各コントロールポイントの温度 
 
 
図 5 基準地点における地表面温度の変化 
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取った。表面温度を読み取った結果の一部（7 時と 12 時





ルポイント 1 点目における両者の差は 4.5℃程度であった














め、JPG 形式の熱赤外画像を CSV 形式に変換して表計算
ソフトを用いて計算し、補正後に再び JPG 形式に変換し
た。例として、12 時における補正前と補正後の熱赤外画





















図 7 12 時における小型無人飛行機と自動車から 
測定した表面温度 
 
可視画像 補正前の熱赤外画像 補正後の熱赤外画像 
   
 
図 8 12 時における補正前と補正後の熱赤外画像 
 
GIS 上にマッピングした各時間における熱赤外画像の



















温度は 50℃を超過し、一部は 60℃近くまで上昇した。 









































図 9 GIS上にマッピングした各時間における熱赤外画像のオルソモザイク 
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